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●紹介
ベトナム国民のテレビ好きは有名で、飲食店など従業員が仕事も

忘れてドラマやサッカーに見入っている姿をよく見かけます。

それを証明するかのように、GDPがわずか537ドルという

1998年でも、すでにテレビの普及率が58％、と都市部に限らず

水道、ガスの無いような田舎にあっても、裸電球、炊飯器の次は

テレビというのが常識でした。

娯楽の少ないベトナムでは、テレビは、家に居ながらにして歌や

踊り、スポーツ、ドラマがタダで観られ、新聞より早く情報が手に

入る「国民の友」とも呼べる存在であったようです。

2012年の統計によれば、普及率90.4%、とほぼ各家庭のお茶の

間に浸透したテレビも、最近では、値段も手ごろな薄型テレビを求

めて、買い換えるなど、「ファッション性」や「機能性」を追及し、イン

テリアの一部のようにも扱われています。これに合わせるように、

放映コンテンツの質、量ともますます充実してきました。

今回は質の高いテレビ番組制作と放映に欠かせない放送センターの

建設事業について、JICAベトナム事務所及びNHKアイテックの

皆様のご協力によりお伝えします。
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取材協力、資料提供：

JICAベトナム事務所、NHKアイテック
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●経緯
Vietnam Television（VTV）は、ラジオ放送Voice of Vietnam(VOV)

の編集部門から独立し、1970年開局、とベトナムで最も古い歴史

を持つテレビ局で、唯一の全国放送局です。

開局当時はニュースが中心で、昼間や夕方の時間帯に放送される

テレビ番組がないほどでしたが、現在は、７つの無料チャンネルを

有し、放送時間は年間13万時間、VTV1の看板番組、19:00の「

ニュース速報」はベトナム全土で視聴率80％という驚異的な支持

率を誇るメガ放送局に成長し、国民への影響力も計り知れません。

VTVでは更なる視聴者のニーズに応え、国民に質・量ともにより充

実した情報を提供するための番組作りが急務である一方、開局か

ら40年以上という施設の老朽化が深刻であり、スタジオや撮影機

器、録音設備など必要な設備の不足が顕在化していました。

また、急速な経済発展の影で、都市部と地方との格差が広がり、

遠隔地、山岳地域に住む人々にとって、テレビは、教育、技術、国内

外の情勢、政府の取組み等、必要な情報を適時に得られる最適な

ツールとしてその整備が重要視されるようにもなっていました。

そのような状況下において、ベトナムのテレビ放送分野での放送時

間の拡大と番組制作能力の向上を図るための放送センターを建設

(スタジオ、番組制作･放送設備等)することにより、国民のニーズに

合った情報提供を図るとともに、教育･知識水準の向上を目的とし、

日本政府の支援による円借款プロジェクトとしてVTV放送センター

建設事業が行われることとなりました。

プロジェクトは、人づくりのための「インフラ」として支援したものです。

●感想
このプロジェクトは既存のVTV放送局の敷地内に新たに放送局を

新設する形で2006年2月にスタートし、2011年12月末に新社

屋の放送施設が完成し、2012年のベトナムの旧正月元旦にあたる

1月23日に新放送局からの第1回の放送が無事行われました。

6

主な導入設備

ニューススタジオの様子
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完成した新社屋は日本の放送局の基準に従って行われ、導入され

た設備はほぼ全てが日本製ということで、NHK放送局に非常に

良く似たアジアでも屈指の放送施設となっています。

内部には最大で700㎡の非常に大きなスタジオを初め、録音専用

ルーム、編集作業質など放送局に必要な施設が全てそろっています。

また、将来のデジタル放送にも対応できるようになっています。

我々が訪問した4月の段階では、放送局施設と設備の導入は全て

完了しており、各設備のメーカーから担当者が派遣され、実際の

使用方法などをVTV職員に指導している状況でしたが、ベトナム

人スタッフが熱心に作業を学んでいました。

放送局は、カメラがブレないようにするために床が完全に水平に

保たれており段差も全くありません。照明設備や空調設備も工夫

が随所にされており、日本の高い技術が生かされているのが印象

的でした。

今後は、ハード面だけでなくソフト面での番組制作などにも日本

の支援が期待されます。

取材協力、資料提供：

JICAベトナム事務所、NHKアイテック

700㎡のテレビスタジオVTV職員の操作トレーニングなど

●承諾年：2000年3月　　●承諾金額：19,548百万円
なお、1997年度において、本事業の第一段階である同放送センター建設の
ための詳細設計（D/D）等に係わるエンジニアリング・サービス（E/S）を実施。
借款資金はテレビ放送センター建設に必要な土木工事、資機材、コンサ
ルティング・サービス（入札補助、施工監理等）等の調達資金に充当

●施設概要 ：
鉄筋コンクリート造、地上5階建て　建築面積 8129㎡、延べ床面積 32,045㎡

●主要諸室 ：
テレビスタジオ700㎡×１、350㎡×2、180㎡×4、180㎡
ニューススタジオ×2、350㎡　録音スタジオ×1、70㎡
音声編集室×4、小音声編集室×10、小映像編集室×44、TOC、
ニュースセンター、スタジオ付属室、化粧室、スタジオ倉庫、資料室、事務室、機械室、他

●機材概要 ：　
(1)マスター送出設備:
自動番組送出装置（地上テレビメディア6ch、衛星テレビメディア5ch向けの
SD8ch送出｛うち、1chはHD機材を整備しD/C運用｝が可能）、CM BANK装
置4系統、XDCAM CART送出装置5系統、Continuity Studio2式
(2) ニュースセンター設備:
ニューススタジオ2室、ニュースサーバーシステム、天気カメラ１式（既設送信鉄塔上に設置）
(3)番組制作設備 : スタジオ設備3室、リニア編集設備3式、ノンリニア編集設備1式
(4)その他設備：回線センター設備、 音声ダビング設備7式、素材変換設備1式




